
収支計画書の記入方法・記入例

１ （支出の部）から書き始めます。

（１）「積算基礎【事業に要する経費の総額の内訳（機械装置名、単価
（税込）×数量等）】」(f)欄に、事業全体に係る経費について、
その名称、単価、数量等を税込で記載します。

（２）「事業に要する経費の総額（税込）」(g)欄に、(f)欄に書いた経費
の合計を書きます。

（３）「補助対象経費の総額（税抜）」(h)欄に、(g)欄に書いた金額のう
ち、補助対象経費のみを合計し、税抜にした金額を書きます。

※ 記入例では、②機械装置・システム構築費の(f)欄にノートパソコ
ン（本事業以外でも使用予定）が入っていますが、これは補助対象
ではないため、(h)欄には含めません。

※ (f)欄が全て補助対象経費の場合には、(f)欄の合計が(g)欄となり、
(g)欄の税抜額が(h)欄となります。

（４）(j)に(g)欄を合計した金額を書きます。

（５）(k)に(h)欄を合計した金額を書きます。

２ （収入の部）を書きます。

（１）(b)に（支出の部）補助対象経費の総額（税抜）合計額(k)に３分の
２を掛け、千円未満を切上した金額を書きます。

（２）(a)、(c)、(d)に、区分に応じて金額を書きます。

（３）(e)は（支出の部）事業に要する経費の総額（税込）合計額(j)と一
致し、かつ、(a)(b)(c)(d)の合計と一致します。

３ 交付申請書との関係

・収支計画書(b)は交付申請書【H】又は【I】と一致します。

・収支計画書(i)は交付申請書【F】と一致します。

・収支計画書(k)は交付申請書【E】と一致します。



（j）と一致します。

（k)×２／３
（千円未満切上）

左の欄の合計を書き
ます（税込）。

左のうち、補助対象
経費の税抜額を書き
ます。

(ｱ)

(ｲ)
(ｱ)＋(ｲ)＋(ｳ) (ｱ)＋(ｲ)の税抜額

※(ｳ)はチャレンジ事
業専用でないため補
助対象外。この欄に
は含めません。

交付申請書の【Ｈ】又は【Ｉ】
と一致します。

記入例

（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

事業全体に係る経費
を書きます（税込）。

（f） （g） （h）

(ｳ)





交付申請書の【Ｅ】
と一致します。

交付申請書の【Ｆ】
と一致します。

（i）

（j） （k）


